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研究資料(Research record)

東北地方lこおけるマツ材線虫病とマツノマダラカミキリの分布変遷
- 2007年度～ 2011年度の分布変遷一

束北林業試験研究機関連絡協議会森林保全部会1)亀

頭旨
日本におけるマツ材線虫病の分布北限地帯で遮る東北地方で､マツ材線虫病の分布拡大過程を明

らかにするために､マツ材線虫病によるアカマツおよびクロマツの枯死木と､マツノザイセンチュ
ウの媒介昆虫であるマツノマダラカミキリの分布を､ 1980年から2006年に引き続き､ 2007年から
2011年の分布図としてとりまとめた｡分布図は､福島県､宮城県､山形県､岩手県､秋田県､およ

び青森県が市町村単位にマツ材線虫病の発生とマツノマダラカミキリの捕獲頭数を調査した結果を
とりまとめた､東北林業試験研究機関連緒協議会森林保全部会の内部資料図である東北地方におけ
るマツノザイセンチュウおよびマツノマダラカミキリの年度毎の分布図を基に作成した｡マツ材線
虫病による棉死木の分布は､日本海側では未被害地域であった青森蝶へと分布北限を拡大し､太平
洋側では岩手県内陸の盛岡市まで分布北限を拡大した｡

キーワード:マツ材線虫病､マツノザイセンチュウ､マツノマダラカミキリ､分布北限､モニタリ
ング

1.はじめに

マツ材線虫病は日本に分布していなかったマツノザイ

センチュウ(BursaphelencheA9秒)ophilus (Steiner et Buhrer)

Nickle)が､マツノマダラカミキリ(Monochamus alternatus

Hope)によって伝搬され(森本･岩崎1972)､アカマツ

(pin棚dens雅Ira Sieb. et Zucc.)やクロマツ(P lhllrlbergii

pall.)等の感受性マツ類の萎凋枯死を引き起こす(清原･

徳垂1971)｡本病はマツノザイセンチュウを付随したマ

ツノマダラカミキリの分布拡大に伴って西日本から東日

本へと被害分布が拡大した(小林1976)｡東北地方にお

けるマツ材線虫病は､ 1975年に宮城県石巻市で確認さ

礼(早坂ら1976)､以来本病の被害は東北地方を北上し

ながら継続して認められる(東北林業試験研究機関連紹

鴎議会森林保全部会2008) ｡

東北林業試験研究機関連絡協議会森林陳全部会(旧保

護専門部会)では､東北地方でのマツ枯れ被害発生以来､

マツ材線虫病とマツノマダラカミキリの分布について東

北6県の詳細な情報を集めており､福島県､宮城煤､山

形県､岩手煤､秋田煤､および青森県の担当者により､

マツ材線虫病とマツノマダラカミキリの毎年度の分布が

森林保全部会に搬告され､これら6煤の資料を東北全体

の分布図として森林総合研究所東北支所生物被害研究グ

ループ(旧樹病研究室)で作成し､毎年の森林保全部会

での情報交換資料に用いられてきている｡この分布図

の一部は公表され(東北林業試験研究機関連絡脇議会保

護専門部会1984, 1986)､さらに前轍で凡例を統一して

1980年度から2006年度分まで公表されている(東北休

業試験研究機関連絡協議会森林保全部会2008)｡この資

料は日本における本病の分布北限の拡大過程を把握する

ための参考になると考えられ､継続して分布図を公表す

る必要がある｡本稿では前轍に引き続き､ 2007年度か

ら2011年度の5年間の東北地方におけるマツ材線虫病

とマツノマダラカミキリの分布の変遷を､森林保全部会

の資料を元に作成し報告する｡

2.集計方法

2.1調査担当者

この分布図は､東北6県の森林･林業試験研究機関に

おいて､ 2007年から2011年の間に主に保護部門の研究

担当者によって行われた調査結果を基に作成した｡以下

に南に位置する県から順に担当者を列記する｡福島県:

在原登志男(元福島県林業研究センター)､蛭田利秀

(福島県林業研究センター)､宮城県:水戸辺栄三郎(元

宮城県大河原地方振興事務所林業振興部)､佐々木観想

(官職県林業技術総合センター)､水田展洋(宮城県大河

原地方振興専務所林業振興部)､山形県:斉藤正一(山形

県森淋研究研修センター)､岩手県:小瀧洋一(岩手媒森

林整備課)､秋田県:長岐昭彦(秋田県農林水産技術セ

ンター森林技術センター)､高森県:今　純一(元青森県

農林総合研究センター林業研究所)､矢本街之(青森県

三八地域燥民局)､木村公樹(青森県農林総合研究セン

ター麻薬研究所)｡

原稿受付:平成26年9月1日　原綿受理:平成26年9月11日
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2.2調査方法

マツ材線虫病とマツノマダラカミキリの分布調査は､

粟北林業試験研究機関連絡協議会保護専門部会(1984,

1986)､および東北林業試験研究機関連絡協議会森林保

全部会(2008)において報告されている調査方法を継続

して､同様の方法で行った｡すなわち､マツ材線虫病の

被害木分布は､アカマツとクロマツの区別をせずにマツ

材線虫病による棉死水本数で､市町村毎に被害本数1 -

10本､ ll-100本､および101本以上の3段階に分け

て記録した｡このうち枯死本数の少ない場合は､線虫の

分離が確認されているものを用いた｡マツノマダラカミ

キリの分布は､トラップや被害木調査等により確認され

たマツノマダラカミキリ頭数を元に､市町村毎におおむ

ね低蜜度と高密度の2段階として作図した｡年度の区切

りは､ 4月から翌年3月となっている｡

2.3調査結果のとりまとめ

東北6県の分布調査結果は､毎年度毎に森林総合研究

所東北支所生物被害研究グループ(旧樹病研究室)にお

いて東北地方全体図にまとめられ､東北林業試験研究機

関連絡協議会森林保全部会の｢東北地方におけるマツノ

ザイセンチュウおよびマツノマダラカミキリの分布図｣

として用いられている｡本報告では森林保全部会の配付

資料の分布図を元データとして､ 2007年度から2011年

度のマツ材線虫病被害とマツノマダラカミキリの分布変

遷図としてとりまとめた｡各点のカテゴリーは､市町村

毎に､分布初確認､前年から継続して分布確認､および

以前に分布が確認されたが当年度未確認､の3カテゴリ
ーに色分けし､被害本数とマツノマダラカミキリ密度を

点の大きさで分けて示した｡なお､市町村合併により既

存の複数市町村毎の被害データが一つにまとめられてい

る年度がある｡一方､合併後も元の市町村別に詳しくデ
ータがある場合は､旧市町村界を破線とする等により､

可能な限り詳細に記述した｡また､ 2011年3月11日の

東日本大震災に伴う原子力発竃所要故による立ち入り制

限のため､詳細な調査ができなかった福島県の一部の市

町村については､福島県担当者が立ち入った際の目視に

より被害量と蜜度を推定し､分布図に示した｡汝お､分

布変遷図のとりまとめは､森林総合研究所東北支所の市

原　優(現関西支所)と相川拓也が担当し､非常勤職員

の田山孝子の補助を得て作成した｡

3.結果

3.1マツ材線虫病による枯死木とマツノマダラカミキリ

の分布拡大

2007年度から2011年度の東北地方におけるマツ材線

虫病による被害木の年度毎の分布とG'ig. 1)､マツノマ

ダラカミキリの年度毎の分布を示す(Fig,2)｡未被害県

であった青森県では､ 2008年に津軽半烏の陸奥海側外

ケ浜町で､被害地域から持ち込まれたクロマツ植栽木

が枯死し､さらに翌2009年度(2010年1月)に隣接す

る蓬田村でクロマツが自然感染により棉死した(木村

ら2011)｡日本海側の地域では秋田県の青森県境にある

八幡町まで被害が発生しており､青森県側の深浦町で

はマツノマダラカミキリが確認されていたが､ 2011年

にクロマツ被害木が発生した(青森県農林水産部林政課

2014)｡また被害木は発生しなかったものの､弘前市や

野辺地町でマツノマダラカミキリが捕獲された｡

また､太平洋側地域では､岩手県内陸の北上川沿いで

2009年に盛岡市まで被害が北上し､また北上山系の遠

野市にも侵入し､主に北上川東側で枯死被害が拡大し続

けいている｡岩手県の太平洋沿岸地域では､大船渡市の

旧三陸町の北側に隣接する釜石市で､ 2010年に被害木

が発見された｡一万､ 2011年の東日本大震災に伴う津

波により､海岸マツ林が被害を受け､倒伏や塩害､山火

事による枯死木の発生により､本病の被害把握が困難に

なった｡

4.考察

青森県西部の秋田県との県境に近い日本海沿岸地域で

はマツノマダラカミキリは捕獲されていなかったが､被

害発生地が近づくにつれてマツノマダラカミキリがトラ

ップにより頻繁に捕獲されるようになり(東北林業試験

研究機関連絡協議会森林保全部会2008)､ 2011年に被害

木が発生した｡この被害は､これまで日本海側を北上し

てきた被害が拡大したものと思われる｡一方､青森県津

軽半島の陸奥湾側の蓬田村で発生した自然感染被害は､

マツノマダラカミキリの人為的持ち込みによる可能性が

指摘されており(木村ら2011)､この被害発生後周辺で

の被害拡大が危惧され数年にわたり箱査されだが､新た

な被害は発生せずに終息している｡

岩手県内陸では本病が盛岡市や還野市まで拡大した｡

この地域はアカマツ林が多く､特に盛岡市の蘭隣の紫波

町では北上川沿いで壊滅的被害が発生している｡東北地

方における本病の被害分布は温度依存的に拡大限界域ま

で拡大していく可能性が示されているが(五十嵐2007,

小林1988,庄司ら1980)､現在はまだその限界域には遷

していないと考えられ､今後も被害の分布絃大を監視す

る必要がある｡

東北地方の寒冷地では様々な時期に枯死が発生する

ことが明らかにされてきており(市原ら2006a,め,陳野ら

1987)､これに伴って本病の伝染環が複雑になっている

と思われる｡また､微書林における棉損木の見落としや､

雪害木などの棉死水が感染源に法ることも指摘されてい

る(在原･橘内1993,佐藤ら1988a)｡このような枯死形

態に対応した防除方法として､マツノマダラカミキリの

産卵対象木が限定的になっている(中村ら2010, Ohtaet

a1. 2012)ことを利用し､産卵された夏期の枯死木のみを

駆除対象にして省力化を図る秋田方式や(星晴ら2005,

小林2004)､潜在感染木やマツノマダラカミキリ産卵対
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象木を除去する｢山そうじ｣ (藤岡1987,佐藤ら1988b)

等が考案されている｡また､散在する枯死木に林内の作

業者がたどり着くのは困難なだめ､航空写真により枯死

木を判別し､作業者をGPSで枯死木へと誘導するシス

テムが考案されている(竹花ら2008) ｡

一方､寒冷地のマツ棉れ被割出では､一般飾こ棉死木

中のマツノザイセンチュウの密度が低く分離されにく

いこと(作山･小林1988)､他の昆虫に付随すると考え

られている別のB2'rSaPhe/enchlIS属線虫が比較的頻繁に

分離されること(藤岡･宮野1987,作山･佐藤1979)那

感染木を特定するための障害となっている｡このよう

な枯死木がマツ材線虫病に感染していたかどうかを診

断するため､マツ材線虫病診断キットが開発され(細目

ら2010)､簡易で迅速な診断が可能になっている｡特に､

被害先端地域では感染が疑われる椿死木がマツ材線虫病

であるかを診断する必要があり､この診断キットが感染

木を特定する手法として有用と考えられる｡

2011年3月11日に発生した東日本大震災に伴う津波

被害によって､海岸マツ林は甚大な被害を被った｡幹

括れや根返り､海水による塩蕾のために(巾村ら2012)､

大量の棉損木が発生し､本病の伝染源になることが危惧

ざれた｡実際に､津波被害による棉死木から線虫を付随

したマツノマダラカミキリが脱出することが確認され

(桐IIIら2013)､伝染源防除が必要とされている｡また､

震災に伴う原子力発蒔所蒔故による立ち入り制限区域で

は､マツ材線虫病のモニタリングの実施が困難となって

いる｡被害地の拡大や震災により東北地方のマツ枯れ防

除は困難な状況にあるが､防除対象の現状を正確に把握

することが防除の第一歩であることから､今後もモニタ

リングを継続し本病の拡大を監視する必要がある｡
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FIB. 1.東北地方における市町村別のマツ材線虫病の年度毎の被害分布
被害本数を1-lo奉(半円)､ jl～100本(小円)､および101本以上(大円)に分けて示す｡青色は分布初確認地点､赤色は前年から継続して分布が
確認された地点､および黄色は以前に分布が確認されたが当年度未確認であった地点を示す｡
Dis証bution of dead trees of pine wilt disease accordlng tO Cities, towns, and vlllages ln the Tbhoku region ln Japan every ye餌缶om 1 980 to 2006

Each symbol lndlCateS the number of the dead trees; 1-10 (Halfcircle), I I-100 (smal一 cJrCLe) and lot or more (一arge circle). Blue shows the distribution Grst con鯖rmation,

red shows the distr-butlOn COnh-at10n Continuously ln the previous year, and yellow shows uncon魚rmed times this year though was conn-ed the distribution before.
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FIB l東北地方における市町村別のマツ材線虫病の年度毎の被害分布(つづき)
Distrlbution of dead trees ofpme wilt dJSeaSe according to cities, towns, and vlllages Ln the

Tohoku regJOn in Japan every year from 1980 to 2006 (Contlnue)
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Fig.2.東北地方における市町村別のマツノマダラカミキリの年度毎の分布
マツノマダラカミキリの密度を小円(低密度)と大円(高密度)で示す｡青色は分布初確認地点､赤色は前年から継続して分布が確認された地点､
および黄色は以前に分布が確認されたが当年度未確認であった地点を志す｡
DIShlbutlOn Ofplne SaWyer,肋nochamiIS allernalus, according to cities, towns, and villages in血e Tohoku region ln Japan eveγ year丘om 1980 to 2006

Each symbo一 indicates low density (small circle) and high density (large clrCle) of 〟 alternalus. Blue shows the dlStTibutlOn鉦st conGmation and red shows the

dlStnbution conlimation continuously in the previous year, and yellow shows unconfirmed times thJs year though was conRmed the distribution before.
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Flg.2.東東北地方における市町村別のマツノマダラカミキリの年度毎の分布(つづき)
Distribution of pine sawyer, Monochamus alternalus, accordlng tO CitleS, towns, and

villages ln the Tohoh region in Japan every year from 1980 to 2006 (Continue)
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changes in the distributions of pine wi一t disease and the vector

beetIe Monochamus altematus in the Tohoku region of
nonhem Japan between 2007 and 2011

Forest ConseⅣation Depanmental Meeting of

Tohoku Fores叫Research lnstime Liaison Council 1)*

Abstract

To clarlfy the spread or pine wilt disease to undamaged parts or the Tohoku region of northern Japan, researchers

sLlrVeyed the distrlbutions of dead PtmW lh''nbergt'and P dens'jlora trees kllIed by the plne.wood nematode

BILrSaPhe/enchus ,vlophIlus and the vector beet一e MonochamzJS aIternatelS. The suJVeyS Were COntlnued every year

between 2007 and 201 1 a紐cr the previous 26 years in 6 pre鵡ctures or the Tohoku region-Fllkushlma, Mlyagl,

Yamagata, Iwate, A虹ta, and Aomorl These data were combmed to yield the amual ngures fbr血e Tohoh region.

The dlStnbutlOnS Of pme wilt dlSeaSe had extended to the undamaged AomorJ Prerecture during the surveyed penod.

The disease extended to the south west parts orAomorl prefecture borderJng the Sea of Japan and to Morioka clty, the

mddle or Iwate prerectue on me Paclnc shore.

Key words : pme wilt disease, Bursaphe/enchus rylophtLus, JMonochamus aJtematus, nOrthem llmlt, mOnltOnng
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